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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 夜間のオムツ交換で患者様のズボンを膝まで下ろした状態で行っているスタッフが多いです。これにより下肢の動きを制限し、廃用症候群を引き起こす恐れ、褥瘡発生へとつながります。考えてケアをしていきましょう。

· 患者様を就床させる時（日中を含め）は15度程ギャッチアップし就床促しましょう。誤嚥性肺炎の原因になります。

· SSTの出席表をきちんと記載し、その日のうちに医事室へ下ろしましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 松浦　佐恵子様～下肢の拘縮・尖足目立ってきています。オムツ交換時に下肢の曲　　

げ伸ばしをしていきましょう。最低でも午前と午後、2回は行なうようにしましょう。受け持ちＮｓはＮＣＰにケアプランを追加してください。

· 峰田　　満男様～バイタルサインの異常なく昨日で点滴止め、明日で去痰剤飲み切　

り止めの指示がでています。湿性咳嗽はきかれており、今後も

呼吸状態、咳嗽、一般状態の観察など続けていきましょう。

現在、入院形態が「任意入院」となっていますが、今後、医療保護への切り替えを行っていきます。保護者である妻が高齢であるため、東京にいる娘様を通して手続きを進めていく予定です。娘様が面会に来られたときは、ＳＷの下平に連絡を入れてください。

・見付　　喜久様～右足背の創部、黒色の壊死状態みられています。褥瘡の処置と同様に、きちんと洗浄して、ラップ保護していきましょう。アズクロの塗布は必要ありません。（壊死組織がとれるまで）感染の徴候（発赤、疼痛、腫脹、浸出液の増加）を観察していきましょう。両下肢の浮腫がみられており、傷ができやすい状態であるため、車椅子、ベッドなどへの移動時は気を付けましょう。

・佐々木　利男様～労災病院にてペースメーカーの点検がありますが、御家族は8月第2週目を希望されています。次回の面会時に予定日をこちらへ伝えるとの事です。

＜週間予定＞

25日（月）院内研修・嗜好調査

26日（火）院内研修

27日（水）田中　豊三様…採血

28日（木）看護グループ研修

29日（金）北山　和子様…ハロマンス施行

30日　（土）　特になし

31日（日）特になし

＜受け持ち患者NCP評価・検討＞

· 鳥谷部　國光様～プラン変更

　　　　　　　　　　最近、食事を口腔内へ溜め込み嚥下できずにいること多くみられています。認知機能の低下により食事を出されても、食事という事を認知できず、又、飲み込むということを忘れている可能性があります。ケアプラン変更。

　　　　　　　　　　♯1口腔内への溜め込み

　　　　　　　　　　P①　嚥下するたびに「飲み込んで下さい」と声をかける

2 喉を触るなどして嚥下する事に意識を持たせる。

3 食事を介助する際は正面に座り集中してもらう

4 食前に頬のマッサージ・口腔内マッサージを行う

⑤　食後に口腔ケアを徹底していく。

· 浜中　トキエ様～プラン変更

　　　　　　　　　　大腿骨頸部骨折のリハビリ

1 個別プログラムとして下肢えの負荷をかける訓練をする

1） 立位で30秒程姿勢維持、

2） 椅子からの立ち上がり

2 排泄はトイレで行い、介助する

· 大久保　まつゑ様～現在、食事アイソジェントロミとなっています。（1日3Pで

カロリーが900kcalです。）口腔内に溜め込む事が多く見られる為、食事内容を変えてみることを検討し、明日より昼食のみミキサー・トロミ食で試すことになります。朝、夕はアイソジェン（1.5－1.5）できます。食事摂取状態を観察していきましょう。

· 木ノ下　　ツヨ様～衣類の溜め込みあり部屋の中が異臭あります。入浴時、衣類を　

回収し、業者へ出すようにしましょう。受け持ちのスタッフはケアプランに入れていきましょう。

　　







